
美浜３号機 ＩＳ－ＬＯＣＡ対応に使用する計器の耐環境性能について 
 
１．はじめに 
   ＩＳ－ＬＯＣＡ発生時、事象判断及び事象収束に使用する計器の耐環境性能につい

て、既許可における基準適合性を原子力規制庁殿にご確認いただいている。その内容に

ついて以下に説明する。 
 
２．ＩＳ－ＬＯＣＡ発生時に使用する計器の選定について 
   ＩＳ－ＬＯＣＡ発生時、事象判断及び事象収束に使用する計器については、既許可の

添付書類十（追補含む）にて選定している。ＩＳ－ＬＯＣＡ対応に使用する計器リスト

を添付資料１に示す。 
   事象収束するために使用する計器は、ＩＳ－ＬＯＣＡにより、原子炉格納容器外の環

境が悪化した後も、計器の使命期間が継続するため、耐環境性を考慮する必要がある。

添付資料１に示すとおり、原子炉格納容器外の環境が悪化するエリアに設置している

計器として「安全注入流量」が該当する。 
なお、事象初期に使用する計器のうちＮＩＳについては、ＩＳ－ＬＯＣＡにより、原

子炉格納容器外の環境が悪化する前に、計器の使命期間を終えるため、耐環境性を考慮

する必要がない。 
 
３．ＩＳ－ＬＯＣＡ発生時に使用する計器の耐環境性能について 
   ＩＳ－ＬＯＣＡ発生時、事象収束に使用する計器のうち、原子炉格納容器外の環境が

悪化するエリアに設置している「安全注入流量」の耐環境性能については、添付資料２

のとおり、既許可において確認している。具体的には、当該の過酷環境条件に対して、

安全注入流量計の設計仕様が満足していることを添付資料３にて確認している。 
なお、ＩＳ－ＬＯＣＡ時に原子炉格納容器外で過酷環境となるエリアに設置してい

るケーブル等の構成品についても、耐環境性能を確認している。 
 
４．結 論 
   ＩＳ－ＬＯＣＡ発生時、事象収束に使用する計器のうち、原子炉格納容器外の環境が

悪化するエリアに設置している計器については、原子炉格納容器外における耐環境性

能を有しており、ＩＳ－ＬＯＣＡ時の対応に影響がないことを確認している。 
 
添付資料 
１．ＩＳ－ＬＯＣＡ対応に使用する計器リスト 
２．美浜３号機 設置許可まとめ資料 添付資料（抜粋） 
３．安全注入流量計の設計仕様 
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